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【発行日】令和1年9月26日(2019.9.26)

【公表番号】特表2018-535649(P2018-535649A)
【公表日】平成30年12月6日(2018.12.6)
【年通号数】公開・登録公報2018-047
【出願番号】特願2018-514895(P2018-514895)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/63     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/48     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/13     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   16/28     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/63     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ   33/48     　　　Ｐ
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｙ
   Ｃ１２Ｐ   21/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年8月13日(2019.8.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下のＨＶＲ(超可変領域)：
　（ａ）配列番号２のアミノ酸配列を含むＨＶＲ－Ｈ１；
　（ｂ）配列番号３のアミノ酸配列を含むＨＶＲ－Ｈ２；
　（ｃ）配列番号４のアミノ酸配列を含むＨＶＲ－Ｈ３；
　（ｄ）配列番号９のアミノ酸配列を含むＨＶＲ－Ｌ１；
　（ｅ）配列番号１０のアミノ酸配列を含むＨＶＲ－Ｌ２；及び
　（ｆ）配列番号１１のアミノ酸配列を含むＨＶＲ－Ｌ３
を含み、ＯＸ４０に特異的に結合する、単離された抗体であって、
　以下の重鎖可変ドメイン及び軽鎖可変ドメインＦＲ（フレームワーク領域）：
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　（ａ）配列番号５のアミノ酸配列を含むＦＲ－Ｈ１；
　（ｂ）配列番号６のアミノ酸配列を含むＦＲ－Ｈ２；
　（ｃ）配列番号７のアミノ酸配列を含むＦＲ－Ｈ３；
　（ｄ）配列番号８のアミノ酸配列を含むＦＲ－Ｈ４；
　（ｅ）配列番号１２のアミノ酸配列を含むＦＲ－Ｌ１；
　（ｆ）配列番号１３のアミノ酸配列を含むＦＲ－Ｌ２；
　（ｇ）配列番号１４のアミノ酸配列を含むＦＲ－Ｌ３；及び
　（ｈ）配列番号１５のアミノ酸配列を含むＦＲ－Ｌ４
をさらに含む、抗体。
【請求項２】
　配列番号１６のＶＨ配列及び配列番号１７のＶＬ配列を含む、請求項１に記載の抗体。
【請求項３】
　モノクローナル抗体である、請求項１又は２に記載の抗体。
【請求項４】
　モノクローナル抗体がウサギモノクローナル抗体である、請求項３に記載の抗体。
【請求項５】
　抗体がＩｇＧ抗体である、又は抗体がＯＸ４０に特異的に結合する抗体断片であって抗
体断片が、Ｆａｂ、一本鎖可変断片（ｓｃＦｖ）、Ｆｖ、Ｆａｂ’、Ｆａｂ’－ＳＨ、Ｆ
（ａｂ’）２及びダイアボディからなる群から選択される、請求項１から４のいずれか１
項に記載の抗体。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の単離された抗体をコードする、単離された核酸
。
【請求項７】
　請求項６に記載の核酸を含むベクター。
【請求項８】
　請求項７に記載のベクターを含む宿主細胞。
【請求項９】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の抗体を含むイムノコンジュゲート。
【請求項１０】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の抗体に生体試料を接触させること、及び結合し
た抗体の存在を検出することを含む、生体試料中のＯＸ４０の存在又は発現レベルを検出
する方法。
【請求項１１】
　検出がＩＨＣ、ＩＦ又はイムノブロットによる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　試料が固定された組織を含み、固定された組織がＦＦＰＥ組織である、請求項１０また
は１１に記載の方法。
【請求項１３】
　試料が、がん又は自己免疫疾患に罹患しているか、罹患しやすい対象由来である、請求
項１０から１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の抗体を含む溶液を含む、自動スライド染色機用
の分注器。
【請求項１５】
　メモリー及びコンピュータープロセッサーを含む自動スライド染色機であって、メモリ
ーが、請求項１から５のいずれか１項に記載の抗体を用いて組織試料を標識するための自
動スライド染色機の運転を制御するためのプロセッサーに指示するための指示書を含む、
自動スライド染色機。
【請求項１６】
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　請求項１から５のいずれか１項に記載の抗体を含むキット。
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摘要(译)

本发明提供（OX40）抗体及其使用方法。该抗体对含有氨基酸266-277
的人OX40蛋白的C末端部分具有反应性。抗体可用于检测人组织样品中
OX40蛋白的表达，包括通过免疫组织化学，免疫荧光或免疫印迹的那
些。 .The
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